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第 3回（2010 年）昭和女子大学女性文化研究賞・
昭和女子大学女性文化研究奨励賞（坂東眞理子基金）　
１．選考委員長あいさつ
 坂東眞理子　　　　
　この昭和女子大学女性文化研究賞は今回で 3 回目になります。その設立の経緯は、2007 年に
たくさんの方に読んでいただきました、私の本の印税の一部を昭和女子大学女性文化研究所の
方で基金にしていただき、それを基にこの女性文化研究賞、それから昭和女子大学関係者の若
手の研究者のための奨励賞を設けました。
　私は生まれて初めて、そのときにベストセラーを書いたわけですが、それまでに本を 30 冊
以上書いておりました。本を書くというのは恥をかくことです。自分が十分ではないと思いな
がら、調べて苦労して一生懸命書きます。しかし書いても書いても、多くの人に読んでもらう
というのは、とても難しいことだと実感していました。恐らく自分の個人的な、社会的な成功
のためには、別のことをした方が効果があったのではないかと思います。しかし、私は本を書
くことによって社会とつながりたいと思い、売れない本を何冊も書いておりました。そうした
ら神様が、たまたま沢山の人に読んでいただく機会を与えてくださいました。それをぜひ、今
もきっといろいろなところで本を書くことによって社会に貢献したい、社会を動かしたい、社
会と繋がりたいと、思っていらっしゃる方たちを応援するために活用したいと思い、こうした
女性文化研究賞をスタートしたわけです。もちろん、基金があるだけではなく、掛川副所長、
森選考委員を始めとする選考委員のみなさんが選考に携わってくださるおかげでこの賞は機能
しています。毎年 1 月 1 日から 12 月 31 日までに発行された本を対象にする。とはいえ、すべ
てをカバーすることはできませんので、自薦、他薦で候補に推薦された本の中から選ぶ、とい
う形をとっております。ですから我と思わん方はぜひ自薦をしていただきたい。あるいはこの
本、いいわねと思った方は推薦をしていただきたいと思っています。
　その中から第一次選考、第二次選考と重ねて話し合って選ばれたのが、今年の研究賞『＜主
婦＞の誕生―婦人雑誌と女性たちの近代』です。1 回目、2 日目は経済格差、あるいは憲法論
という男女共同参画社会の形成に資する書籍が選ばれていましたが、今回はもう一つの分野で
ある「女性文化の推進に資する」書籍です。3 回目にして政策論ではなく文化論を書かれた木
村先生に賞を受けていただけることになったのも、とても良いことではないかと考えておりま
す。また、私共が選んだ後に、さらに日本出版学会賞も、受賞されています。また、奨励賞の
方は昭和女子大学の関係者の皆さんなら良く知っている助教の吉田仁美さんに差しあげます。
聴覚障害者の方たちに対する高等教育という視点で『高等教育における聴覚障害者の自立支援
―ユニバーサル・インクルーシブデザインの可能性』というテーマを取り扱っています。女性
の聴覚障害者の自立支援だけではなく、インクルーシブ、社会全体がどういう風にユニバーサ
ルなものとして機能していくかというところまでの広がりのある大変魅力的で、今後の可能性
を期待させる著作に差し上げることができました。吉田さんの今後の活躍を期待し心から祝福
したいと思います。
 （ばんどう　まりこ　　大学院生活機構研究科生活機構学専攻教授　女性文化研究所所長）
第 3 回（2010 年度）昭和女子大学女性文化研究賞・昭和女子大学女性文化研究奨励賞（坂東眞理子基金）
92
２．昭和女子大学女性文化研究賞
木村涼子（大阪大学大学院人間科学研究科教授）
『＜主婦＞の誕生―婦人雑誌と女性たちの近代』（吉川弘文館　2010）
【目次】
Ⅰ　ジェンダー化されたメディアの世界
　第 1 章　ジェンダー秩序の形成とマスメディア
　第 2 章　女も読書する
　第 3 章　婦人雑誌がえがく近代の女
Ⅱ　婦人雑誌がつくる「主婦」
　第 1 章　大衆婦人雑誌の三つの相
　第 2 章　主婦の技能＜有益の章＞
　第 3 章　主婦の規範＜修養の章＞
　第 4 章　主婦のファンタジー＜慰安の章＞
Ⅲ　「主婦」であることの魅力
　第 1 章　「主婦」と「良人」の甘い生活
　第 2 章　統合の象徴としての「主婦」イコン
　終　章　近代のイデオロギー装置としての婦人雑誌
受賞のことば
　このたび、拙著『＜主婦＞の誕生－婦人雑誌と女性たちの近代』（吉川弘文館）が第 3 回
昭和女子大学女性文化研究賞を頂戴し、大変光栄に思っています。戦前から女子教育に力を
注いでこられた、伝統ある昭和女子大学において「女性文化」を冠した賞に選んでいただけ
たことは、「普通」の女性がそれぞれの立場で自分の人生を切り開いてきた歩みを知りたい
という思いから歴史研究を志した私にとっては、本当にうれしいことでした。これまでさま
ざまな形でお世話になった方々にあらためてお礼申し上げたいと思います。受賞をきっかけ
に、新たな出会いにも恵まれ、多くの刺激を受けつつあります。これを励みに、「女性」の
視点を大事にした研究を続けていきたいと思っております。
受賞者略歴
　1990 年　大阪大学大学院人間科学研究科博士課程単位取得退学。
　1990 年　大阪大学人間科学部助手。
　1995 年　大阪女子大学学芸学部助教授（2000 年より人文社会学部）。
　2005 年　大阪大学大学院人間科学研究科助教授を経て教授（現在に至る）。
　 所属学会：日本ジェンダー史学会・日本教育学会・日本教育社会学会・日本社会学会・ 日本女性
学会。
　研究分野：ジェンダー・教育学 。
主な著書・論文
　『学校文化とジェンダー』1999．勁草書房．
　『ジェンダーで学ぶ教育』2003．世界思想社．（天野正子と共編） 
　『教育 / 家族をジェンダーで語れば』2005．白澤社．（小玉亮子と共著） 
　『モノと子どもの戦後史』2007．吉川弘文館．（天野正子・石谷二郎と共著） 
　『ジェンダーで考える教育の現在』2008．解放出版社．（古久保さくらと共編） 
　『日本の教育と社会 16 ジェンダーと教育』2009．日本図書センター .（編著） 
　『改訂版　教育の社会学』2009. 有斐閣．（苅谷剛彦らと共著）
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３．昭和女子大学女性文化研究奨励賞
吉田仁美（昭和女子大学人間社会学部福祉社会学科助教）
『高等教育における聴覚障害者の自立支援―ユニバーサル・インクルーシブデザインの可能性』
 （ミネルヴァ書房　2010）
【目次】
序　章　 高等教育の大衆化問題と国連にみる障害者問題―多様な
学生たちへの支援の必要性
第 1 章　 ユニバーサルデザイン / インクルーシブデザイン・障害
と高等教育 , そして女性聴覚障害者―先行研究レビュー
からもたらされるもの
第 2 章　 障害者・聴覚障害者の高等教育へのアクセス―教育のユ
ニバーサルデザインと障害者支援
第 3 章　 ある女子大学にみる聴覚障害者支援―講義・演習のユニ
バーサルデザインの視点から
第 4 章　 女性聴覚障害者の生活自立に向けて―生涯にわたる自立
のために
終　章　 聴覚障害者の自立支援における今後の課題―ユニバーサ
ル・インクルーシブデザインの可能性
受賞のことば
　このたびは、女性文化研究奨励賞を受賞することができ、心から嬉しく思っています。当
事者視点から進めたこの研究書の完成に至るまで 14 年という期間を要しました。この一冊の
本が完成するまでの道のりは決して平坦なものではありませんでした。多くの方々に支えら
れ、また、よき指導者に恵まれた結果が本書の受賞であると実感しております。今後も、障
害とジェンダーの視点をより一層深めていくために研究活動を続けていきたいと思います。
受賞者略歴
　1977 年　岩手県に生まれる。
　2001 年　法政大学法学部政治学科卒業。
　2002 年　 文部科学省大学共同利用機関（後・独立行政法人）メディア教育開発センター特別
共同利用研究員（2009 年まで）。
　2003 年　 昭和女子大学大学院生活機構研究科博士前期課程修了。同年、株式会社パルコ入社
（2006 年退社）。
　2009 年　昭和女子大学大学院生活機構研究科博士後期課程修了。博士（学術）。
　現在、昭和女子大学人間社会学部福祉社会学科助教。
　所属学会： 日本社会福祉学会・福祉のまちづくり学会・日本家政学会・日本建築学会・日本
特殊教育学会・国際ユニバーサルデザイン協議会・ARAHE( アジア地区家政学
会 )・IFHE（国際家政学会） 。
　研究分野：社会福祉学。 
主な著書・論文
　『福祉社会における生活・労働・教育』2009. 明石書店 .（共著） 
　 DVD『昭和を切り拓いた　ろう女性からあなたへ』2011. Lifestyles of Deaf Women and Studio 
AYA.（共著） ほか
第 3 回（2010 年度）昭和女子大学女性文化研究賞・昭和女子大学女性文化研究奨励賞（坂東眞理子基金）
94
４．第 3回（2010年）「昭和女子大学女性文化研究賞」選考報告
 昭和女子大学女性文化研究賞選考委員会
（1）選考経過
　2010 年の第 3 回「昭和女子大学女性文化研究賞」の選考対象は、自薦・他薦を含む単著と共
著 24 点であった。
　第一次選考は、2 月 3 日、3 月 8 日の両日に、学内選考委員によって行われ、第一次選考基
準に沿って候補作として次の単著 3 点を選んだ（発行月順）。
山根純佳『なぜ女性はケア労働をするのか―性別分業の再生産を超えて』 （勁草書房　2010 年 2 月）
吉田仁美『高等教育における聴覚障害者の自立支援―ユニバーサル・インクル シーブデザインの可能性』
 （ミネルヴァ書房　2010 年 6 月）
木村涼子『＜主婦＞の誕生―婦人雑誌と女性たちの近代』 （吉川弘文館　2010 年 9 月）
　これら 3 点について第二次（最終）選考は 4 月 13 日に、学外選考委員の板東久美子氏（文
部科学省生涯学習政策局長）と辻村みよ子氏（東北大学大学院法学研究科教授）の出席のも
と、女性文化研究賞選考委員会で行われた。検討の結果、男女共同参画社会形成の推進に寄与
する点で評価された過去 2 回とは異なり、本年度は女性文化研究の進展に寄与する著作とし
て、木村涼子氏の著作に第 3 回「昭和女子大学女性文化研究賞」を贈呈することを決定した。
（2）選考結果
　第 3 回（2010 年）「昭和女子大学女性文化研究賞」受賞作
　　木村涼子『＜主婦＞の誕生―婦人雑誌と女性たちの近代』（吉川弘文館　2010 年 9 月）
（3）受賞作の選考理由
　受賞作の理論的課題は、大衆社会において既存の体制への合意を形成するイデオロギー的社
会装置としてのマスメディアの機能とダイナミズムの解明に置かれている。ここでの合意の内
実は、近代的なジェンダー秩序の形成とその「第二の自然」としての再生産機能であり、その
ため 1920 年代から 1930 年代の婦人雑誌、特に大衆婦人雑誌『主婦之友』を集中的に取り上
げ、マスメディアと読者との間のニーズをめぐる相互性を丁寧に描出している。
　著作の構成は、Ⅰ「ジェンダー化されたメディアの世界―女性読者層と女性向け商業雑誌の
誕生」、Ⅱ「婦人雑誌がつくる『主婦』―メディアと女性読者が結んだ三つの関係＜有益＞＜
修養＞＜慰安＞」、Ⅲ「『主婦』であることの魅力―メディア空間と日常の統合」の三部から成
る。「誌友」という想像上の共同体の機能分析、家事労働を独特の「文化」に築きあげた実用
記事のあり方、家庭内の男性たちを巻き込む家族文化の近代化機能、業績主義的側面における
主婦の自己確認・外部評価機能、連載小説という女性向け通俗小説ジャンルの成立を通しての
ファンタジー創出、表紙美人画の「主婦イコン」機能などに焦点を当て、「技能」「規範」
「ファンタジー」によって構成された「主婦」の世界というメッセージが、ロマンティック・
ラブと都市文化に彩られた「甘い生活」として、読者に魅力的に映じて日常生活と接合されて
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いった過程を明瞭に示している。全体的に大変読みやすく書かれている。
　本書は、日本の近代的ジェンダー形成期における主婦文化の実相を、読者心理に分け入って
集中的に描出している点が評価された。通俗的として見過ごされてしまう素材を丁寧に分析
し、その社会装置としての具体的機能を明瞭に析出して見せたことに、最大の功績があるだろ
う。しかし、形成と再生産のメカニズム分析に集中するあまり、例えば、同時期に、女性参政
権要求運動の高まりがあったことや女性労働運動などは視野に入っておらず、そのことは選考
委員会でも疑問視された。また体制順応機能に限定したために、例えば文学の社会的機能とし
て通俗小説の現状批判的な読解あるいは変革的挑発の可能性への言及も見られない。しかし半
面、外部からの普遍的批判的アプローチと異なり、内部構造の分析に丁寧に個別的かつ集中的
に従事する叙述的アプローチによる解明は、現在世界的規模で女性の社会的活躍が進展してい
る中で、「ジェンダー・エンパワーメント指数」（GEM、2009 年度 109 カ国中 57 位）に明らか
な日本女性のあり方の特異性や日本における強固なジェンダー秩序維持傾向の解析、および近
代的主婦像形成期の比較文化的研究に寄与する可能性も開くのではないか、という期待も寄せ
られた。
　一方、他の 2 候補作はともに学位論文を基調としている。山根純佳氏の『なぜ女性はケア労
働をするのか』は、家庭と労働市場において再生産される性別分業問題に直接に切り込むテー
マを扱い、女性の「エージェンシー」概念を用いて、男女の行為者の「交渉実践」を通しての
変動可能性を追求し、「よりよいケアの社会化」への方向性を提起しようとする意欲作である。
　吉田仁美氏の『高等教育における聴覚障害者の自立支援』は、研究対象となった聴覚障害者
の問題にとどまらず、それを広く超え出ていく影響力を持った社会的意義の高い著作である。
事例の限定性と叙述の若さは見られるものの、理論的にも実証的にもこれからますます取り組
まれねばならない研究テーマである。今後の一層の研鑽に期待したい。
５．第 3回（2010年）「昭和女子大学女性文化研究奨励賞」選考報告
 昭和女子大学女性文化研究奨励賞選考委員会
選考経過と選考結果
　「昭和女子大学女性文化研究奨励賞」の対象は、卒業生を含む若手の昭和女子大学関係者が
著した、博士論文を含む著作が対象である。第 3 回奨励賞の選考対象となったのは、自薦・他
薦を含む 20 点の単行本と論文であった。
　女性文化研究奨励賞選考委員会は、2 月 3 日、3 月 8 日、4 月 13 日の 3 回にわたり開催され、
討議の結果、吉田仁美氏の著作『高等教育における聴覚障害者の自立支援―ユニバーサル・イ
ンクルーシブデザインの可能性』（ミネルヴァ書房　2010 年）に、第 3 回「昭和女子大学女性
文化研究奨励賞」を贈呈することを、4 月 13 日の最終選考委員会において決定した。
　吉田仁美氏は、2001 年に法政大学法学部政治学科を卒業後、昭和女子大学大学院生活機構研
究科生活科学研究専攻を修了。その後、民間企業勤務を経て、同大学院同研究科生活機構学専
攻で学ばれ、2009 年 3 月に博士（学術）の学位を取得された。現在、本学人間社会学部福祉社
会学科で助教として教育・研究に従事されている。
　受賞作は、高等教育における「聴覚障害者」を対象に、特に「女性聴覚障害者」に焦点を当
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て、これまで潜在化していた聴覚障害者の多様なニーズとその背景について、当事者の視点で
顕在化・明確化するとともに、それらに対してどのような自立支援が可能なのか、その方策と
実現への可能性を、質的調査に基づいて理論的に提示したものである。
　本著作の独自性および意義として、まず、高等教育機関において、障害の有無にかかわらず
すべての学生に対して、教育とその環境をより良いものに促進する＜ユニバーサルデザイン＞
の概念と、障害をもつ人々を包含し、それぞれのニーズに応じて支援する＜インクルーシブデ
ザイン＞の概念とを統合し、＜ユニバーサル・インクルーシブデザイン＞という新たな概念と
その意義を提唱し、｢人と人｣ ｢人と環境｣ の相互作用を考慮した教育の保障と自立支援の必要
性を明示した点が挙げられる。次いで、高等教育機関における日本の女性聴覚障害者を対象
に、参与型研究を導入し、聴覚障害者に特に必要な ｢情報保障｣ および ｢コミュニケーション
保障｣ に対するニーズの多様性の明確化と、その背景についての分析と考察、および女性聴覚
障害者が生活者として自立する上での課題を取り上げ、日常生活上のニーズや諸問題を当事者
視点での調査を通して顕在化し、｢生活経営学｣ の視点や手法を導入しつつ生活主体の形成に
ついて考察した点は、いずれも日本における先駆的な研究として大きな意義を持つものであ
る。さらに、米国の聴覚障害者のための大学であるギャローデット大学における、＜ Deaf 
Studies ＞と＜ Womenʼs  Studies ＞を統合した講義や研究の例を参考に、日本の高等教育におい
てもマイノリティにおけるジェンダー問題として、＜ Womenʼs  Studies ＞に＜ Deaf  Studies ＞
の成果を取り込むことの意義を示唆しており、今後の課題として注目される。
　吉田氏の著作が提示する理論と、聴覚障害者の視点で明示された課題は、高等教育における
聴覚障害者のケースに留まらず、健常者の病気や怪我等による一時的な ｢機能障害｣ を含め、
障害者、子供や高齢者、外国人など、｢生活機能の障壁｣ を体験するあらゆる人々の課題とも
連関する普遍性をもつものであり、｢障壁｣ を乗りこえて生きるあらゆる道に大きく貢献する
ものである。受賞を契機として、さらなる研鑽を積まれ、ユニバーサルでインクルーシブな環
境の創出と、聴覚障害者の自立支援の確立に資する研究を今後も進められることを期待してや
まない。
６．贈呈式報告
 金子　弥生
　2011 年 5 月 30 日、第 3 回（2010 年）昭
和女子大学女性文化研究賞・同研究奨励賞
贈呈式・記念講演ならびに祝賀会が、昭和
女子大学学園本部館にて開催された。両賞
は、坂東眞理子昭和女子大学学長・女性文
化研究所長寄贈の基金を元に 2008 年に創
設され、男女共同参画社会形成の推進及び
女性文化研究の発展に寄与する研究を対象
とする。女性文化研究賞は日本語で著され
た単行本、同研究奨励賞は卒業生を含む若
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手の昭和女子大学関係者による日本語で著された単行本・論文（博士論文を含む）に限定され
ている。
　第 3 回は、2010 年度に発表された研究から、女性文化研究賞は木村涼子氏（大阪大学大学院
人間科学研究科教授）の『＜主婦＞の誕生―婦人雑誌と女性たちの近代』（吉川弘文館）に、
女性文化研究奨励賞は吉田仁美氏（昭和女子大学人間社会学部福祉社会学科助教）の『高等教
育における聴覚障害者の自立支援―ユニバーサル・インクルーシブデザインの可能性』（ミネ
ルヴァ書房）に授与された。
　第 1 部：贈呈式は、司会の森ます美選考委員の開会の辞、坂東眞理子選考委員長の挨拶、続
いて掛川典子選考委員から女性文化研究賞選考報告が、岸田依子選考委員から女性文化研究奨
励賞選考報告が行われた。各賞の選考基準、応募総数、受賞著書を含めた最終選考候補著作の
研究意義、今後の課題などが詳細に述べられた後、両受賞者に坂東選考委員長から賞が贈呈さ
れた。
　贈呈式後、女性文化研究賞受賞の木村涼子氏による記念講演、「『＜主婦＞の誕生―婦人雑誌
と女性たちの近代』から」が行われた。木村氏は母親から説かれた女性の経済的自立の重要
性、就職時に体験した男子優遇の事実などを通し、平等なはずの教育に抱いた疑問をきっかけ
に専業主婦が育んだ家庭及び女性文化の研究を志したことが今回の成果につながったと語っ
た。創刊号から『主婦之友』を詳細に考察・研究し、無償労働といわれる主婦の仕事に女性読
者の 3 つのニーズ、「有益」、「修養」、「慰安」を代替装置としてマスメディアがいかに取り込
んでいったかを明示、また『主婦之友』の表紙絵の変遷から主婦のイコンを読み解くなど、意
義深い講演であった。保守的な雑誌として封建的な女性像を確立したと理解されがちな『主婦
之友』が、無権利状態の「嫁」の地位を高めた功績の重要性も指摘された。
　第 2 部：受賞記念祝賀会は学外選考委員で東北大学大学院法学研究科教授辻村みよ子氏、文
部科学省生涯学習政策局長板東久美子氏、吉川弘文館取締役で編集第二部部長一寸木紀夫氏、
株式会社ユーテッド社長関根千佳氏をはじめ、本学内外関係者が多数出席し、和やかな雰囲気
のなかにも盛大に催された。
 （かねこ　やよい　　大学院文学研究科英米文学専攻准教授・女性文化研究所所員）
７．第 3回（2010年）募集概要
昭和女子大学女性文化研究賞
　贈 賞 件 数　1 件
　副　　　　賞　30 万円
　受 賞 の 対 象　 男女共同参画社会の推進、あるいは女性文化研究の発展に寄与する研究。
2010 年 1 月 1 日から 2010 年 12 月 31 日までに出版され、日本語で著された
単行本に限る。
　応 募 資 格　著者の年齢・性別・国籍は不問。
　応募受付期間　2010 年 12 月 1 日から 2011 年 1 月 31 日（消印有効）
　応 募 方 法　 自薦・他薦を問わない。昭和女子大学女性文化研究所ホームページに掲載の
第 3 回（2010 年度）昭和女子大学女性文化研究賞・昭和女子大学女性文化研究奨励賞（坂東眞理子基金）
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応募用紙を利用。
　選 考 方 法　「実施要項」に基づき選考委員会にて審査。
　発　　　　表　2011 年 4 月 30 日（創立記念式典内・女性文化研究所のホームページ上で発表）
　贈　  呈  　式　2011 年 5 月 30 日
昭和女子大学女性文化研究奨励賞
　贈賞件数　1 件
　副　　　　賞　10 万円
　受 賞 の 対 象　 男女共同参画社会の推進、あるいは女性文化研究の発展に寄与する研究。
2010 年 1 月 1 日から 2010 年 12 月 31 日までに出版され、日本語で著された
単行本・論文（博士論文を含む）に限る。
　応募資格　性別・国籍は不問。若手の昭和女子大学関係者（卒業生を含む）に限る。
　応募受付期間　2010 年 12 月 1 日から 2011 年 1 月 31 日（消印有効）
　応募方 法　 自薦・他薦を問わない。昭和女子大学女性文化研究所ホームページに掲載
の応募用紙を利用。
　選考方法　「実施要項」に基づき選考委員会にて審査。
　発　　　　表　2011 年 4 月 30 日（創立記念式典内・女性文化研究所のホームページ上で発表）
　贈　  呈  　式　2011 年 5 月 30 日
８．選考委員
学内選考委員（研究賞・奨励賞）
　学校法人昭和女子大学理事長  平尾　光司
　昭和女子大学学長・女性文化研究所長 坂東眞理子
     （選考委員長・大学院生活機構研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所副所長 掛川　典子（大学院生活機構研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所運営委員 森　ます美（大学院生活機構研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所運営委員 岸田　依子（大学院文学研究科教授）
　昭和女子大学女性文化研究所所員  粕谷美砂子（大学院生活機構研究科准教授）
　昭和女子大学女性文化研究所所員  伊藤　　純（大学院生活機構研究科准教授）
研究賞学外選考委員
　文部科学省生涯学習政策局長  板東久美子
　東北大学大学院法学研究科教授  辻村みよ子
